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VI 六合村と熊倉遺跡

熊倉遺跡発指調査の課題と展望 市村勝美・山本消司

l 社会教育の中での発掘調査

熊合遺跡は，発掘調布の結来営々と ltii'iiが'員まれたものではなく. 'f-安時代にな

って突如出現したムラであることが判lった。また，このムラはその後II1Jもなく !誕絶さ

されていることも ~I っ た J この '1与実をとのように解釈するかの問題は. lul時におこ

なわれた多〈向調合によ って解け始めている。私たちー六合村で社会教育を推進す

る告にと っ てこの調査による故大の収機I~ . ‘熊倉ムラの人たちは六介村の J、イオ

ニアであった とする見解が示されたことである。山内奥で様々な n正行錯誤を繰り

返してきた山間H民的生活の原 E戸、が熊合にあったわけである。

昭和56年になって.熊friu跡が危機に瀕した。とりあえず， ilI跡内保Aを目的に

発掘調査に人った。財源的少ない過疎の村にと っては.正直のところ大英断であっ

た 。 その後の ~f~教委との協議内中で，文化財保H並行政における発掘調先は 句 単に泣

跡を記録としてとどめておくのみでは主し資料化された遺跡の内谷を新しい文化

fl:. ~目 ・村づくりなどのための )l~本的立資料として活用することが本来の目的であ

ると確信するに七った。

六合村も卸多分にもれず過疎の村て凶ある。若者の志[;1]は町に[ItJき、主人たちは

活性を失いつつある 山村に生れ，育ち町汗を流した帰結がこれでは何んともさび

しいかぎりである。村民生活の活性化を求める声は句ニニイ数年来とだえたことが

ない 新しい村づくりが必要にな っているゆえんである。

2 山に1Ri"した村づくり

白分たちの住んでいる地域を佳史的にf1t!解するということは.過去の風 iの変遷

をf1t!解するといフことになる。それは‘とり Lなおさず新Lい胤 1:性をボめるため

の基礎をかためるということにもなる。

風上性とは 可 単にその地域特有の機構，地味，植生などを正、す d~ではなく.常

に人l聞が介抗して作られるものであると考えられる。人間によ って開妬され.地-ff;

が変わる。人間が社会を形成し.集落をつくり上げる。そこで展開される様々な社

会活動が地域を変貌させる。その結県として得られる景観が風士性である。すなわ

ち，風 1とは，その時々の人の心によ って変貌をとげることになる o

今.平野部に展開する新しい社会の波は.山深き六合村にも押し寄せている。新

Lい社会の波は守 出い宵慣をことごとく百定L.近代的な社会をつくり上げようと

している。六合村もずいぶんと変貌をとげた。もちろん人の心Lである これら近

代化の波を全面的に否定することはできない むしろ.憤極的にとり入れることに

よって新しい六合村をよポiJLなけれは'ならない しかし.坦々と的われてきた山間

部の生前線式を捨て去ってまで‘この新しい近代化をおしすすめてよいものかどう

かは大きな問題となろヮ 。平野郎で椛われた生活僚式，そしてそれに基づいた社会

の体子、をそのまま，この池i止に入れてよいものであろっか。J血域に恨ぎした発展と

はいったい何んであるのかを悦宗しなくてはな句ないのではないだろうか。

私たちは，熊合ill跡の発掘によ って得句れた資料をもとにして，山に恨ざした新



しい村づくりの帆必l以来を内成したので.ここに従心したい

3. r心のふるさと J/、介村づくり構忽

f1.たちは. 男、ぃ iをLJた11;)にな '1'，11)血を討さ'した人たちが.その地味の怒さ
や劣J巴な気象条('1に勾ワき.その後谷ほや傾斜地に移動Lた!という凋作所見を主

f干したい LかL.たからといって六介村町ハイオニアたちが.ゆとりのある宇治

を11<1出していたとは考えりilない その場所でも、山間地という山町』な条件下での

'1 治てeあったろヲ 彼らはそのよ?な'1'でも))強〈生活を続けてきたのであった

ノト守干J‘たちは.このijf史的な '1>実を しっかリとぷぷすることが必要である この地

に似さ Lた先人たちの'tき万を学びなから.ニ内地で新Lぃ社会をつくり lげてみ

たい 提ぷする偽恕|χlは この考えんを似1;(にすえている.

山村生活資料館 ます 考えなければなら主いことは，六介村の地域を.E'f解する

MLてdある。ここでは rLli村生Ri資料館」を1/'心にした活動を考えた 一口に六介

村とιって L.その中にはいくつもの勾境かあリ .いくつLの'1活様式がある。山
村生活資料館は、 J、介村を知るためのJよ-1"資料を系統的に収議L.資料化を図る
あくまでも村民の学刊の場であり 村J(にl'~解できる資料化が 1ti止の懸案となる

また.rH論.会山花.集会などの施設をfJf，l!iL. "、介村の!止史をiWi(にすえたコミュ

ニケーンヨ/広場としたい 新しい村づくりの防f11は町ここを拠作としてすべてが

始まる。

」るさとを知る続と子の会 聡史は生きている ，tき続けなければむらない 山

付，t治資料館の資料収集は.付Rの千でおこなわなければならない 生きた歴史は

A りつがれねばならない 阪史を持続させる鮮は.おじいきん，おばあさんと子供

たちの間1でしっかりと組級してもらいたい 使われ主くなった，'1~ 、J且U.語り継か
れた'セr百円知』U. そして地域て寸Hつ'いた 1ム，;~などは. 在人の刷版{内な村づくりへの

参加lによって.新しい十l会づくリの中で'主々とよみがえるはずである また.すた

れてゆく年中行'1¥をみなおLて.ガJない可!の思いIHをはぐくんでもらいたい。お年

;汗りのよt務は大きいものである L.これからはいそがLいllf日に Lなろう

あすの六合村構想委員会 行年たちは.あすの六合村内J旦い千として.社会を考

え句発展させる了I務がある。 f供向頃か

句体得した生活(J条を.皆んなで発表し

分析することによって.現実化Lなけれ

ばな句ない 新しいものを機得するため

には.広範なLかむ↑1i'1lなz汁論が必要で

ある。すべての問題について.正面から

あたってほしLυLちろん，自りの戸't刊

が大'1>であるが町村を離れた人からの立

礼も-i'tmであるL.他地域の実現も構;tt!

を日う重要な安本となろう 最も大切な

ことは，地域に似ざした新しい村づくり

である。山村生活資料館を中心とした械

極的な政治参1)11，行政への助言が必要て。

ある 地についた企l由'i1Jとともに若布の

冒とのたたかい #になっても
描けない町に士をかけて融りを
ヲなカfす liい者に付するいら
だちかも知れない。
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;1 ij!11 きが '~:Rされる

学習とスポーツ 山村'L治資料館を rl' ，c.、とした.広範なす科吊動が必要である

コミュニケーンヨン広場は，そのまま rf':~Pl広場になる。ふるさとを知る税と f の会

の活動によって資料館内にはH唱多様の「ライブラリーJ が完成する。生前向支え

となった六合村本」斗立公開民家での「体験教句、J として妓そうではないか。位史司

ド1然，文'''1'その他多くの ~j 外観~j1コース」もつくろ~}" "i問の最先端を感じとる

ためには「入山ン/ポジウムJの日目fii'(， E.ぃ

レクリェーンヨ/・スポーツ L欠かせない村づくりのひとつといえる。剖a-¥!:休#

祭へのh'j極的参1111.~f"ji，117 ラソ/のフェスティパル化1;(，('、おどる新しいお祭りに

なるかもしれない 白恨山鐙の地形を生かしたJ、介村スキ 7 ラソ/も‘この地域

ならではの1P:1前lになるとW1三したい。新しいお古寄りは里カまえりのきっかけともなろ7。

外来者の受け入れ J~í桂内里六合付は.外;.f:;?'i も!I-'、。しかし ， それらの人たちの

多くは.1也の観光地への通過地内としての干11mがほとんどである。 六千子村に行っ

てみたい というえ持を村づ〈リに利用しようではないか。村人たちの附極的な '~f

門・村っくりの活動は.外に)111けてのアヒー/しでもある。心ない観光者によって村

内が乱れるのは['1る ともに 'ttlできる深境づくりが必要になる。他地肢の人たち

にも'1河のための7門教主や研究合宿のチャンえを与えてみたい。幸い.六合村に

は!I-(円以)止やI()白がある F 地づくりはすで"に完備しているのではないだろ 7か0

4 おわりに

以上内情悲!は、熊f712跡の発掘調1iを通Lて.ベ合村を理解し，新しい六合村を

巧えるためのひとつの楽である 熊合J立跡の発掘調査の結果I!.今後多く的研究者

実りの軟 収品は一年円切1J円 IHJで議"面され守 きりに分析されるであろうのここに掲げた私たちの構恕案もまた，
'"りであるとと Lに 冬にたち
jilJ I ドラマの始まりで Lある。 多くの村民によ って分析さtし実現化に新しい歩みを続け始めることであろう。
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六合村づくり構想「心のふるさと」
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